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学位論文等題目 〈論文〉 Intimacy as Aesthetics:Morphology and Modifications（美学とし
てのインティマシー 解体論と変形） 
 〈作品〉 Breathing IN/EX-terior Dynamics of Mass Connectivity 
Untitled(Swing) 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 八谷 和彦 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 伊藤 俊治 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 小谷 元彦 
（副査） 東京藝術大学 教授 （国際芸術創造
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る通路の壁のように設置されている。その通路を抜けると奥に「 Dynamics of Mass Connectivity」が見える
が、鑑賞者が近づけば、近づくほどオブジェクトのモニターの回転が加速し、画面に映る顔が判別不能にな
































作家自身により東京の駒込倉庫ギャラリーで開催された個展「 Breathing IN / EX-terior」では本研究を
もとにした作品を制作、発表しており、2019年12月の博士展では、個展の中で制作された作品から《Breathi




る、インタラクティブ・ インスタレーションである《Dynamics of Mass Connectivity》では、国内外に住
む作家の友人、家族とのスカイプ会話が、鑑賞者が近づくにつれて早くなるモニターの回転速度によって、
モニターに映し出されている人の顔が徐々に融合していくことで、ソーシャルメディアなど現在のインター
ネット環境が私たちの生活に与える影響で発生する不協和的なインティマシーの状況を表現してみせた。ま
た《Untitled (Swing) 》は、博士展では映像作品として展示されたが、本来はブランコ型のインタラクティ
ブ作品であり、刃に覆われた子供用のブランコ、明滅する蛍光灯、若者を遠ざけるモスキート音といった
「冷たい」要素によって「公共」と「私たち」の間で発生する敵対的な「インティマシー」とは正反対の状
況を通して見つめることで、私達をとりまく包摂と排除の間を揺れ動く世界を表現してみせた。 
インティマシー性の現れ方を構造化・モデル化する論考では、包括的にモデル化しようとする試みが実際
に作られたインティマシー性を持つすべての作品に対して適用可能かどうかなどの疑問は残るが、モデル化
しようと試みるその姿勢自体は重要と判断し、また作品に対しても現代の私達の環境を照射するような優れ
た作品として成立したと評価し、博士審査を合格とした。 
 
 
